
 

日本産業規格JIS B 7557：2019 に準拠

非満水電磁流量計

model FG



排水流量計として
　　取引･証明用に使用できる特定計量器

日本産業規格JIS B 7557：2019 に準拠

自治体･事業体と需要家の相互合意により、減量認定や
総量規制の総排水量の算定などに使用できます。

1000：1 のワイドレンジ

自然流下 (勾配１～10‰)による
排水の流量計測が可能POINT1

POINT2

勾配
１～10‰

点検口
変換器へ

ドレッサー型
ジョイント

台座

吐出端取付

※口径 300mm は 400：1 のワイドレンジとなります。

管路途中取付

現場の状況に応じて､管路途中または､吐出取付の選択ができる！POINT3

model FG

３つの特長

最大流量 (200㎥ /h) 最小流量 (0.2 ㎥ /h)

口 径

150mm
200mm
250mm
300mm

POINT1

POINT3       

　　

POINT2

model FG



中水処理設備における各排水系統（厨房排水､手洗い排水､雨水）と処理量のバランス監視に最適です。
キャパオーバーの予兆が把握でき、ＳＤＧs水資源の効率的な利用に貢献いたします｡

「減量認定」とは、自治体･事業体と需要家の相互合意により、下水に流れる量を計測することで、
実際に流した量の下水道料金を支払うものです。

CASE
STUDY2 「減量認定」による下水道料金の削減
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CASE
STUDY1CASE
STUDY1 大型再開発案件･環境先進プロジェクトにおける中水処理の最適化 

アプリケーション事例

中水処理設備の概要

下水量(実際に流した量) ＝ 上水量 －　　　　　 蒸発･飛散･製品転化などの量

下水道に流した量で料金算定

大型開発案件

環境先進プロジェクト



海

　工場排水量の把握により、水質汚濁防止法「総量規制基準」の報告義務である汚泥負荷量の算定が行えます。

CASE
STUDY3 「総量規制基準」の算定

磁石コイル
電極

フリューム部

流速

B 磁束密度

v

起電力e

CASE
STUDY3

計測原理

　本製品は、ファラデーの電磁誘導の法則を用い、
本体流路部に磁界を発生させて、導電性流体の流速
に比例した起電力（電圧）を検出しております。

ファラデーの電磁誘導の法則

　工場排水量の把握により、水質汚濁防止法「総量規制基準」の報告義務である汚泥負荷量の算定が行えます。

工場より

マンホール

吐出端取付例
マンホールなどの吐出端に取り付けることにより、
自然流下による計測が可能です。

本体内部の流れイメージ

等流
(常流 )臨界流

(水位･流速が一定 )

射流

流速
速 遅

フリューム部

　
　流速と水位の関係が一定となる
臨界流の特性を利用しています。
臨界流の流速を計測することで、
非満水状態の流量計測を実現して
おります。

model FG



検出器 変換器

330
390
460
470

FG150B
FG200B
FG250B
FG300B

322
372
425
475

271
322
374
424

154
202
250
298

約 20
約 29
約 40
約 54

型　　式 L(mm) H(mm) φW(mm) φD(mm) 質量(kg)

※取付ピッチ
単位：mm

仕様

変換器
液 種 表 示

外 部 出 力

環 境 条 件

積算流量値（㎥）
瞬時流量値（㎥／ｈ）
警報表示

アナログ出力
パルス出力

警報出力　注５）

周囲温度／湿度
構造
電源
消費電力

9999999.9
999.9
逆流検知（オプション）　瞬時流量値　－0.0
乾水検知　「　 」マーク点滅　　瞬時流量値　　－－－－
メモリ異常検知　積算値点滅　瞬時流量値　　－－－－
4～20mADC　最大負荷抵抗550Ω以下　瞬時流量　※1㎥／ h単位での設定可
オープンドレイン　パルス単位0.1 ／ 1／ 10㎥（選択）
25VDC　20mAmax　ON時間150ms
逆流検知（オプション） アナログ出力2mA DC固定
メモリ異常検知 アナログ出力3mA DC固定
－5～+45℃／85％RH以下（結露のないこと）
IP30　※屋外に設置する場合は屋外ボックス等に入れてください。
100VAC±10%　50／ 60Hz
20W以下

注5）警報接点出力（逆流検知）をご使用になる場合は、ご注文時にご用命ください。

外形寸法

ご採用検討時に､取扱説明書および
配管マニュアルを必ずご確認ください。
　　　　　　　　　

検出器

型 式
口 径
流 量 範 囲

積 算 精 度

設 置 条 件

環 境 条 件

（㎥／ h）

素材・その他

最大流量（Qmax）
最大非満水流量 (Qw)注1）
最小流量（Qmin）

FG150B
150mm
200
50
0.2

FG200B
200mm
350
100
0.35

FG250B
250mm
550
150
0.55

FG300B
300mm
800
200
2

水理条件
吐出端取付／管路途中取付
※取付方法はご注文時に選択
傾斜
測定流体温度
周囲温度
流体圧力
導電率
構造
本体
電極・アースリング
ケーブル

上流は等流（常流）、下流は射流、本体内部のフリューム部で臨界流を出現させる状態
上流配管：直管部10Ｄ以上・勾配１～１０‰
下流配管：下流からの背水（背圧）の影響を受けないこと
1～10 　注4）
0～ +45℃

）とこいなし結凍（ ℃55+～01－
0.3MPa以下（満水時）
0.1 ～ 4.0mS／ cm ※導電率範囲外では、正確な計測ができない、もしくは計測不能となります。
IP68（水没条件：水深10mにて年間10日間または水深3ｍにて年間1ケ月間）
硬質塩化ビニール樹脂
SUS316L・SUS304

式
型

注1）最大非満水流量とは、非満水状態と満水状態のさかい目の目安です。
注２）流量範囲Qmin～Qmax／100 の積算精度は広くなりますのでご注意ください。
注３）ご採用検討時は、必ず取扱説明書と配管マニュアルをご確認ください。弊社が規定する配管条件に合致していない場合や臨界流の出現を阻害する
　　 要因がある場合、弊社は一切の責任を負いかねます。予めご了承ください。
注4） 。すで位単す表を1の分0001はと）ルミーパ（ ‰

項 目 内 容

φ 12　専用2住シールドケーブル1本
ケーブル長10ｍ(10mをこえる場合はオプションの中継ボックスを使用して100mまで延長可）

注2）

注3）

※

※

FG150B

流量範囲

FG200B
FG250B
FG300B

±10％RD

2 ～ 10
3.5 ～ 20
5.5 ～ 30
8 ～ 40

±5％RD ±2％RD

10 ～ 50 50 ～ 200
20 ～ 100 100 ～ 350
30 ～ 150 150 ～ 550
40 ～ 200 200 ～ 800

±0.1％F.S./±0.15％F.S.
0.2 ～ 2
0.35 ～ 3.5
0.55 ～ 5.5
2 ～ 8

Qmin Qmax/100 Qw/5 Qw Qmax



札 幌 支 店
釧 路 営 業 所
仙 台 支 店
青 森 営 業 所
盛 岡 営 業 所
東 京 支 店
千 葉 営 業 所
大 宮 営 業 所
新 潟 出 張 所

TEL（011） 642ｰ9500
TEL（0154） 23ｰ7859
TEL（022） 258ｰ1181
TEL（017） 742ｰ6771
TEL（019） 646ｰ8836
TEL（03） 5323ｰ5352
TEL（03） 5658ｰ1320
TEL（048） 668ｰ0131
TEL（025） 282ｰ5591

名 古 屋 支 店
金 沢 営 業 所
静 岡 営 業 所
松 本 出 張 所
大 阪 支 店
広 島 営 業 所
高 松 営 業 所
岡 山 営 業 所
福 岡 支 店
鹿児島営業所 
宮 崎 出 張 所
沖 縄 出 張 所
国 際 営 業 部

TEL（052） 661ｰ5852
TEL（076） 252ｰ1942
TEL（054） 237ｰ7168
TEL(0263) 87-5730
TEL（06） 6305ｰ9052
TEL（082） 292ｰ8289
TEL（087） 851ｰ6664
TEL（086） 207ｰ6828
TEL（092） 534ｰ2050
TEL（099） 254ｰ7877
TEL（0985） 24ｰ2279
TEL（098） 860ｰ9792
TEL（052） 661ｰ5150

当カタログの仕様は､2024年５月現在のものです。

1.1

《導入をご検討の皆さまへ》  必ずお読みください！　

【取扱説明書】

【配管マニュアル】

《基本的な配管条件》

《定期メンテナンスについて》

上流配管：直管部10Ｄ以上　配管勾配1～10‰
　　　

　非満水電磁流量計 FG の電極部や本体内の汚れについて、点検口から傷が付かない柔らかい布などで、
定期的に清掃してください。
　また、上下排水管についても、管内の堆積物、土砂や木の根の侵入などにより、正確に流量計測できなく
なることがありますので、定期メンテナンスを必ずお願いいたします。

下流配管：下流からの背水（背圧）の影響を受けないこと。　　　

そ の 他  ：管路途中に FGを設置する場合は、メンテナンスに必要な点検口を必ず設けてください。
　　　

　　　　　　※急勾配･合流･堰･曲がり管･拡管や縮管などがある場合は、取扱説明書･配管マニュアルの配管条件を必ずご確認ください。

　　　　　※逆勾配･曲がり管･堰･配管トラップなどによる背水（背圧）の影響にはご注意ください。

マンホールまたはピット内の配管イメージ
点検口は必ず設けてください。

 勾配
１～10‰

10D以上

ご採用検討時は、
必ずご確認ください。

MK-FG-030T

●弊社が規定する配管条件により、精度を担保しております。
　ご採用検討時、取り付けにおかれましては、別冊 取扱説明書と配管マニュアルを必ずお読みください。
●本製品は、流量計内部の特殊フリューム部に発生させた臨界流の流速を計測しております。
　臨界流の発生を阻害する堆積物や流量計二次側の背水（背圧）の影響は、計測誤差が生じる要因と
　なります。ご注意ください。


